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講座運営を一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）へ依頼し、「大阪万博を舞台に、

自分の『グローバル』を探求する」をテーマに 4 日間連続講座を実施した。２・４日目には、公益社

団法人２０２５年日本国際博覧会協会の方から貴重な講義、フィードバックがあり、学生にとって

「大阪・関西万博」のテーマを自分事として捉える大変有意義な講座となった。実施にあたっては、

申込フォームにおいて、4 日間全てに出席する旨を承諾させて受付するなど策を講じたが、結果、申

込者 30 名のうち、13 名がキャンセルとなった。また、受講にサポートを必要とする学生 1 名から申

込があり、在籍大学のご尽力により学習支援サポート学生を確保し、授業サポートを行った。 
 

 【概 要】 

４日間のグローバル・リーダーシッププログラムを通して、仲間と一緒に「私たちは大阪・関西万

博とそれが掲げるテーマに対して何ができるだろうか？この機会をどう未来に繋げていけるだろ

うか？」を考える。公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会のゲストスピーカーからお話を聞

き、自分と仲間の想いを繋ぎ、大阪・関西万博のテーマ「いのち輝く未来社会のデザイン」に繋が

るアイデア、そして今から起こすことのできるアクションを共創する。 

 

【講座運営】 

一般社団法人グローバル教育推進プロジェクト（GiFT） 

  

 【ゲストスピーカー】 

 永見 靖 氏（公益社団法人２０２５年日本国際博覧会協会 企画局持続可能性部長） 

 

【受講者数・内訳】 

8 大学・17 名 

大学別：大阪大学２名／大阪公立大学１名／大阪教育大学１名／大阪工業大学１名／ 

大阪女学院大学２名／近畿大学８名／摂南大学１名／阪南大学１名 

学年別：１年生６名／２年生３名／３年生４名／４年生２名／修士課程２名 

留学生：中国２名 

 

  【実施スケジュール・内容】  

日程・時間 講義内容 

DAY１ 
９月５日（月）
10:00～17:00 

仲間に出会う 

DAY２ 
９月６日（火） 
13:00～18:00 

テーマに出会う 
基調講演『大阪・関西万博とは』 

DAY３ 
９月７日（水） 
13:00～18:00 

仲間と共創する 

DAY４ 
９月８日（木） 
10:00～17:00 

共創アイデアの共有・振り返り、そして未来へ 

 

 【受講者アンケート】 

別紙のとおり 

 

2022年度 第１回 グローバル人材育成講座 実施報告 



【講座の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ファシリテーター：鈴木大樹氏よりコメント】 

多様な個性の学生が集まり、繋がり、対話を深めて表現をし合う素晴らしい場でした。一人一人の学び

の場への貢献に心から感謝です。当講座は、「大阪・関西万博」を題材に、グローバルを探求して行く

ことがテーマでした。最終日のプレゼンテーションは、どのチームも関係者を唸らせるパフォーマンス

でした。4 日間のチャレンジを通して、自分自身と万博、地域（ローカル）を深めて行くことが「グロ

ーバル」に繋がっていることを実感してもらえたと思います。自分と真摯に向き合うこと。自分の想い

を自分の声で表現すること。そして、他者の表現に敬意を払うこと。それらを大切に、これからも世界

と繋がり続けてください。4 日間、本当にお疲れさまでした！ 



 

2022年度　第１回　グローバル人材育成講座　アンケート結果

別紙

1.本講座を知ったきっかけ（複数回答可） 2.実施日程について

＜意見＞

3. 本講座の理解度 4.本講座の満足度

5.本講座を受講し、学んだことや良かった点
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

6.本講座の改善点

・ ゲストスピーカーの方が来られるなら、学生も名刺交換は必要だと思います。今後に繋がる為にも、積極的にコンタクトを取っていきたいです！

・ 受講者が増えれば、より良いと思います。

・ 本来決まっていた定員より少なかったのが残念だった。

7.その他（感想・意見）

・
・

・ 素敵な機会を提供してくださり、本当にありがとうございました。
・ 皆大好き！！！！
・ 来年も同じようなものがあれば、予定が許す限り参加します。

・もう少し期間の長い講座でも良かったと思います。

・可能であれば、もっと長く日程をとってもらいたかったです。

卒業まで半年を切りましたが、今後も出来る限りコンソーシアム大阪様には関わっていきたいと思います！企画運営本当にお疲れ様でした。

非常に有意義な機会を与えてくださり、本当にありがとうございました。いろいろな学びの他にも、大学の中、学部の中だけの学びでは絶対に出会えない出会いがで
きました。自分と同じ課題に全く違う分野から取り組もうとしている人にも出会うことができて、本当にありがたいです。この出会いを活かしていきます。

＜設問1＞　回答者数　30名　（申込フォームより）

＜設問2以降＞　回答者数　11名　回答率　68.8％

「共に学ぶ」意味をとても考えさせられました。私は普段自分から意見を考えたりするのが苦手だったのですが、今回の講座では、仲間との対話が多かったので、お
互いに意見を聞き合うことで考えもしなかった意見を出すことができました。万博と自分がどう繋がっているか、万博に向けて自分たちに何ができるかなど考えたこ
とがなかったのですが、自分たち学生であっても何でも始めることができるということが分かったので、積極的に自分がしたいことを実現したいと思いました。

グローバルについての深い考え方。多様性、平等の考え方。

SDGsや万博の表面的な知識ではなく、そこから自己・他者をどう変革していくのか具体的な行動プロセスやアイディアを交流・発信できたのが良かったです。

4日間という短い時間でも、お互いの人生や考え、想い、ビジョン、夢について対話することによって、これまで3年間一緒に大学で授業を受けてきた友達よりも深い
話ができたり、本当に感じていることを話せたりして、すごい不思議な感覚になりました。初日のチェックインの時は、来る場所を間違えたと思いましたが、最後は
この場がcomfortable zoneになっていて、みんなの目標や夢を絶対叶えて欲しいなと思ったし、自分も叶えたいです。これまでもたくさんグループワークをしていま
したが、今回ほど共創したことはなくて、それにはI thinkよりも、I feelで、感じていることやイメージを相手に伝えることの大切さも学びました。

いろいろ学びが多かったですが、一番感じているのは、大人や、制度を待っていても自分のやりたいこと、実現したい社会はできないということです。自分が行動を
起こさなければという気持ちがとても強くなりました。

他の参加者と一緒に、前向きな話題を議論しながら成長しました。

今回の講座は、他大学生と一緒に受けて皆で話し合って意見を交換しながら大阪万博などのことを学びました。普段の講座に対する第一印象は「聞く」のほうが圧倒
的に多いですが、今回の講座は聞くだけではなくて自分自身の考えることと他の人と「交流」という感じもありました。９年後のことは超長期なので考えたことがな
いので、今回の講座で自分のミライを改めて考えました。

「グローバル」という言葉に対するイメージが変わった。もともと、「世界」「広い」というイメージからどこか遠くのものと感じていたが、世界中の誰もが関わっ
ていて自分に身近なものであると感じるようになった。そのため、今までは問題意識を持ちながらも自分には関係ないとどこかで思っていたこと（環境問題などグ
ローバルな課題）でも自分にできることがあると考えるようになった。また、仲間との対話を通して、相手の価値観を知ることから今までは気づかなかった自分の価
値観を知ることができた。最後に、それぞれが描いた明るい未来を実現するためにアイデアを共創することができる素敵な仲間に出会えたことが一番良かった。

特に良かった内容は、他大学生と意見交換や交流ができたことです。普段であれば、同じ考えの人のみと話していますが、多様な価値観や考え方を目の当たりにして
最初はなかなか自分の意見を出せませんでしたが、たくさんの人の手助けのもと、多くの経験をできました。また、全く知らなかった万博のことについて、第一線で
活躍されている方のお話を聞けたことは非常に魅力的だと思いました。たくさんの知識や考え方をインプットして、自分の意見や考え方をアウトプットすることがで
きてすごく良い経験ができました。

課題に対して、一つ一つ自分の考えを膨らませていくことを体感できた。一つ一つ段階を踏むことで、道筋をはっきり立たせることができた。また、グループワーク
を通して、共創したことで、共創する意味、必要性を考えるきっかけになった。そして、世の中のほとんどが、ニーズを満たし合うことで成り立つことから、ニーズ
に応えるための共創が必要不可欠だという意見に辿り着くことができた。

普段の大学の授業では、全く行わないであろうトピックでそのトピックに関する知識が増えた。他の大学の人だけでなく、年齢も幅広くいろんなたくさんの知識、経
験がある人と交流して考え方が広がった。またその人たちからアドバイスをもらって考え方の柔軟性も養えた。
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友人・知人からの紹介

チラシ

大学コンソーシアム大阪HP（SNS含む）
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よく理解できた, 

7, 63.6%
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グループワーク

ファシリテーターの専門知識

個人の課題への取り組み


